
　庄原地域は、桜名所百選の地で知られる上野総合公園や、季節のイベントやコンサートに

多くの人が集まる備北丘陵公園などのほか、新鮮野菜やそばをはじめとする特産品、あるい

は夏を彩る花火大会など、見どころたっぷりです。

まるごと「しょうばら」

1市6町が合併した庄原市は、広大な面積にさまざまな自然資源や環境資源、歴史や文化などを持っています。

このページでは、今月から7回にわたって、各地域の見どころを紹介していきます。
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今月の主な内容

■旧指定袋を回収します・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■あなたの子育てを応援します・・・・・・・・・・・・

■市長就任あいさつ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■庄原市議会議員の皆さん・・・・・・・・・・・・・・・・

■はじめよう　自治振興区でまちづくり・・・・

■ごみは正しく分別しましょう・・・・・・・・・・・・
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■カープ応援隊参加者募集中・・・・・・・・・・・・・・・・

■中小企業を支援します・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■安心・安全な毎日のために・・・・・・・・・・・・・・・・・

■ぐるり庄原カメラレポート・・・・・・・・・・・・・・・・

■お知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■まるごと「しょうばら」見る・食べる・遊ぶ・・・・

“げんき”と“やすらぎ”のさとやま文化都市

SHOBARA The Public Information Magazine 見る 食べる

遊ぶ

　一木地域で作られたそば

粉を使った、地元の加工グル

ープの手打ちそばを味わう

ことができます。

食彩館しょうばら
ゆめさくら

　本村町にある葦嶽山には、太古の謎とロマンを秘めた巨石群「日本

ピラミッド」があります。

　6月中旬から7月上旬にかけては、アジサイが見ごろになります。

日本ピラミッド葦嶽山

　大芝生広場にはロープウェイやジェット・ローラー・スライダーなど

多くの遊具がドッキングした「きゅうの丘」があります。

　その他にも、グランドゴルフ場やオートキャンプ場、季節の花が楽し

める「花の広場」もあり、ゆっくりと遊ぶことができます。

国営備北丘陵公園

　2,000冊の絵本と「ごんぼの

牧場」があり、七塚原高原の自

然の中で小動物とのふれあい

や季節に応じた遊びや体験な

ど子どもたちが楽しむことが

できます。

絵本牧場「ごんぼ」

　庄原の夏を締めくくるイベ

ントとして恒例となっている

この花火大会。開催日となっ

ている毎年8月の第4日曜日に

は、上野池湖畔に多くの人が

集まり、約3,000発の花火が夜

空を彩ります。

庄原夏まつり花火大会

一木一寸そば屋

　地域の農産物の加工・販売

や地域の情報発信を行う交流

拠点です。

　施設内には新鮮野菜が直売

される「朝どり市」や特産品を

販売する「特産店」、牛肉やハム・

ソーセージを製造販売する「ミ

ート工房」があります。そのほ

か地元産の牛乳を加工販売する「ミルクファームHARU」、地元産小

麦を使う「米麦工房21めぐみ」、地元食材を使った料理が自慢の「お

食事処花ほぼろ」など、庄原地域の「食」が集まった施設です。

しょうばら発見MAP
　市民活動グループの「さくらプランニング」が作成したMAP

で、こだわりのお店などが掲載されています。

　市役所本庁窓口、交流サロンラッキー、食彩館しょうばらゆ

めさくらなどにありますので、ご利用ください。
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庄原市議会議員の皆さん
市内7選挙区から33人

議会事務局庶務係　鈎0824-73-1162

　4月17日に執行された選挙において、市内の7選挙区

から、33人の市議会議員が選出されました。ここでは、

新たに議員となられた皆さんをご紹介します。

　（順番は右上から議席順）　　　　　　　　※敬称略
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る

た
め
�新
し
い
ま
ち
づ
く
り
と
生

き
残
り
へ
の
チ
�
レ
ン
ジ
が
始

ま
り
ま
す
�

　
こ
れ
ま
で
重
ね
て
き
た
合
併

協
議
に
お
い
て
策
定
し
た
新
市

建
設
計
画
に
基
づ
き
�地
方
分
権
・

住
民
自
治
を
確
立
す
る�
市
民
が

主
役
の
ま
ち
づ
く
り
�
�
定
住
環

境
や
都
市
基
盤
�安
心
し
て
暮
ら

せ
る
環
境
の
充
実
を
図
る�
暮
ら

し
の
よ
ろ
こ
び
が
あ
ふ
れ
る
ま

ち
づ
く
り
���
健
や
か
で
や
す
ら

ぎ
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
�
�
あ
る

い
は
�学
力
と
個
性
を
伸
ば
し
生

涯
学
習
の
機
会
を
充
実
す
る�
豊

か
な
心
と
地
域
文
化
を
育
む
ま

ち
づ
く
り
�
�
働
く
場
を
創
出
し

地
域
を
活
性
化
さ
せ
る�
活
力
に

あ
ふ
れ
�伸
び
ゆ
く
ま
ち
づ
く
り
�

の
５
つ
の
項
目
を
ま
ち
づ
く
り

の
重
点
施
策
に
掲
げ
�各
種
事
業

を
推
進
し
て
参
り
ま
す
�

　
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
は
�市
民

の
皆
さ
ん
と
行
政
と
の
よ
り
力

強
い
連
携
と
堅
い
信
頼
関
係
の

確
立
が
極
め
て
重
要
で
あ
り
�住

民
参
画
に
よ
る
真
の
住
民
自
治

の
確
立
と
�併
せ
て
市
民
や
自
治

振
興
区
�Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
民
間
企
業
な

ど
の
多
様
な
主
体
が
そ
れ
ぞ
れ

の
個
性
や
特
性
に
応
じ
た
役
割

を
十
分
に
果
た
し
�お
互
い
に
協

力
・
連
携
す
る
�
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
�を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で

あ
り
ま
す
�
そ
の
た
め
に
も
�
徹

底
し
た
情
報
公
開
と
情
報
共
有

を
進
め
�市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を

市
政
に
反
映
す
る
た
め
積
極
的

に
対
話
を
図
�
て
ま
い
り
ま
す
�

　�
ふ
る
さ
と
庄
原
�の
創
造
に
は
�

地
域
を
想
い
�ふ
る
さ
と
を
想
う

市
民
の
皆
さ
ん
の
知
恵
と
市
民

力
を
結
集
し
て
い
た
だ
き
��
自

ら
の
ま
ち
は
自
ら
で
創
る
�と
い

う
理
念
の
下
�市
民
が
主
役
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
不
可
欠
で
あ
る
と
強
く
考
え

て
お
り
ま
す
�

　
加
え
て
�
各
地
域
の
特
色
あ

る
歴
史
や
伝
統
・
文
化
�豊
か
な

自
然
な
ど
数
多
く
の
資
源
や
可

能
性
を
最
大
限
に
生
か
し
�
地

域
が
お
互
い
を
尊
重
し
な
が
ら

も
そ
の
個
性
を
発
揮
し
�
有
機

的
に
地
域
連
携
す
る
と
と
も
に
�

一
人
ひ
と
り
が
輝
き
�地
域
が
輝
く

こ
と
で
�新
市
の
将
来
像
で
あ
る

�
�
げ
ん
き
�
と
�
や
す
ら
ぎ
�
の

さ
と
や
ま
文
化
都
市
�が
実
現
す

る
も
の
と
強
く
確
信
い
た
し
ま
す
�

　
新
市
を
取
り
巻
く
状
況
は
厳
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
��
夜
明

け
の
来
な
い
夜
�
は
あ
り
ま
せ
ん
�

明
る
い
希
望
を
持
�
て
�皆
さ
ん

と
一
丸
と
な
り
新
し
い
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で

あ
り
ま
す
の
で
�今
後
と
も
格
別

の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
�就
任
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
�

庄原市長　滝口　季彦
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自
治
振
興
課
自
治
振
興
係

鈎
０
８
２
４
�
７
３
�
１
２
０
９

�
市
内
全
域
に
88
の
自
治
振
興
区
�

　
３
月
31
日
の
新
市
誕
生
と
あ

わ
せ
て
�市
内
全
域
で
自
治
振
興

区
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
�

　
自
治
振
興
区
の
中
に
は
�す
で

に
活
動
を
進
め
て
実
績
を
持
つ

区
や
�合
併
を
契
機
に
新
し
く
設

立
し
た
区
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
�

今
後
取
り
組
み
が
進
む
中
で
そ

れ
ぞ
れ
の
自
治
振
興
区
が
地
域

の
資
源
を
さ
ら
に
み
が
き
�特
色

あ
る
地
域
づ
く
り
を
実
現
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
�

市
が
ス
タ
�
ト
し
て
か
ら
約
１
カ
月
が
経
過
し
ま
し
た
�各

地
域
で
は
�地
域
の
個
性
を
生
か
し
�住
民
の
皆
さ
ん
自
ら
が

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
活
動
基
盤
で
あ
る
自
治
振
興
区
が

設
立
さ
れ
�す
で
に
活
動
さ
れ
て
い
る
区
も
あ
り
ま
す
�

　
今
月
号
で
は
�各
地
域
の
自
治
振
興
区
と
�そ
の
活
動
を
支
援
す
る

各
種
制
度
を
お
伝
え
し
ま
す
�

新

総領地域

黒目自治振興区

亀谷自治振興区

五領自治振興区

下領家自治振興区

上市自治振興区

稲草西自治振興区

木屋自治振興区

　 合 計 　

66

84

173

79

102

179

25

708

156

218

436

232

285

453

62

1,842

自治振興区名 世帯数 人　口

庄原地域

高野地域

比和地域

五町自治振興区

五日市公盛会振興区

グリーンピア大佐村

入 江 自 治 区

栗 自 治 振 興 区

大戸自治振興区

平子自治振興会

中野１区自治振興区

中野上自治振興区

比婆山自治振興区

197

142

53

93

67

38

108

128

121

65

505

350

194

263

213

111

354

353

399

204

自治振興区名 世帯数 人　口

さ ん わ む ら

八鳥地区自治振興区

神話の里熊野地区

むらづくり推進協議会

今 櫛 会

八鉾落合自治振興区

高尾地区自治振興区

油木自治振興区

三坂地区自治振興区

　 合 計 　

17

116

41

126

112

40

80

70

1,614

66

355

130

420

291

107

204

227

4,746

自治振興区名 世帯数 人　口

西城地域

東城地域

千鳥自治振興区

塩原自治振興区

小奴可自治振興区

小串自治振興区

加谷自治振興区

内堀自治振興区

八幡自治振興区

粟田中区自治振興区

粟田南自治振興区

粟田東自治振興区

竹森自治振興区

粟田北区自治振興区

下町自治振興区

65

54

256

37

41

111

397

90

73

47

68

49

209

179

170

688

111

145

314

1,136

243

220

127

206

139

464

自治振興区名 世帯数 人　口 自治振興区名 世帯数 人　口

上町自治振興区

戸宇自治振興区

川西下自治振興区

川西上自治振興区

東城中町自治振興区

川東自治振興区

福代自治振興区

東町自治振興区

宮平団地自治振興区

帝釈自治振興区

三坂郷自治振興区

新免自治振興区

郷原自治振興区

久代東自治振興区

為重自治振興区

久代中自治振興区

　 合 計 　

162

118

284

269

219

369

73

257

57

245

53

37

43

82

95

55

3,915

429

365

759

567

529

958

226

620

152

651

124

84

109

228

229

160

10,332

1
2

3

4

6
7

8

88

86

83 82

84
85

49

50

52 51

54
55

41
39

4742 46

4043

35

34

28

27

30

32

31

29

26

23

25

2180

65

76

77

68

69 66

67

70

73
71

72

75

74

79
78

56

62
61

59

58

57

63

64

60

19
18

11

9

17

16
10

15

12

13

14

22

81

24

20

33 36

38
37

45

53

87

5

44

庄原自治振興区

高自治振興区

本村自治振興区

峰田自治振興区

敷信自治振興区

東自治振興区

山内自治振興区

北自治振興区

　 合 計 　

2,733

480

278

309

879

1,739

744

633

7,795

6,830

1,562

828

807

2,557

4,361

2,061

1,795

20,801

自治振興区名 世帯数 人　口

口和地域

湯木釜峰振興会

永田自治振興会

金 田 自 治 会

常 定 振 興 区

宮内自治振興区

向泉自治振興会

大月自治振興区

竹地谷自治振興会

本 谷 自 治 区

　 合 計 　

131

239

84

37

82

128

75

63

29

868

411

676

261

112

222

436

255

166

74

2,613

自治振興区名 世帯数 人　口

上湯川自治振興区

下湯川自治振興区

南 自 治 振 興 区

和南原自治振興区

新市自治振興区

岡大内自治振興区

中門田自治振興区

奥門田自治振興区

下門田自治振興区

高暮自治振興区

上里原自治振興区

　 合 計 　

61

54

32

108

216

49

40

43

53

36

34

726

230

174

104

429

679

160

112

137

188

111

137

2,461

自治振興区名 世帯数 人　口

比和自治振興区

森脇地域自治振興区

古頃自治振興区

木屋原自治振興区

福田元常自治振興区

三河内地域振興会

　 合 計 　

227

129

64

53

78

118

669

616

400

197

128

259

379

1,979

自治振興区名 世帯数 人　口

1

2

3

4

5

6

7

8

56

57

58

59

60

61

62

63

82

83

84

85

86

87

8864

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

13

14

15

16

9

10

11

12

17

18

31

32

33

34

27

28

29

30

35

36

37

38

39

44

45

46

47

40

41

42

43

48

49

50

51

52

53

54

55

23

24

25

26

19

20

21

22

48

※人口・世帯数は、平成16年10月

1日現在の住民基本台帳・外国人

登録のもの

自治振興区 区域図

は
じ
め
よ
う

自
治
振
興
区
で
ま
ち
づ
く
り
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　新市では、自治振興区活動を支援する専門部署を設置

しています。各種の申請受付、または支援や制度に関する

相談などは、お気軽にご相談ください。

西本町のふれあいセンター2階にある自治振興課

西城支所内のオープンスペース。お気軽にご利

用ください。

「一人ひとりが何ができるだろう」まちづくりについて話し合

う地域の皆さん。（総領地域の上市自治振興区）

　本庁（現在はふれあいセンターの自治振興課内）、支所

内には、情報交換や自治振興区活動に関する相談・調整な

どを行うオープンスペースを設けています。　今後は、本

庁・支所それぞれの管内にある自治振興区などと話し合

いながら、まちづくりに関する資料、パソコン・事務機器

などを備え付け、皆さんに気軽に利用してもらえるよう

な場所にしていきます。

①自治振興区に関する専門部署を設置

②交流と情報交換の場「オープンスペース」

③研修で人材育成を支援

地域づくりリーダー育成研修

地域づくりリーダー育成事業補助金

本 庁

西城支所

東城支所

口和支所

高野支所

比和支所

総領支所

0824‐73‐1209

0824‐82‐2121

08477‐2‐5211

0824‐87‐2111

0824‐86‐2111

0824‐85‐2111

0824‐88‐3060

自治振興課自治振興係

担当部署名 電話番号

地域振興課自治振興係

地域振興課里山活力係

補助対象経費 補助率 補助限度額

4分の3 一人5万円

研修参加に要する交通費・宿

泊費・研修負担金など

※交通費、宿泊費については、

庄原市旅費条例における一般

職員の旅費支給積算基準によ

る額とします

　魅力ある自治振興区活動を進めていくには、

さまざまな知識やノウハウが必要です。こう

した知識を積極的に学んでいただくために、

研修の機会を提供します。

　自治振興区の担い手となる人材を育成す

るために研修会を開催します。

■内容例

地域振興計画の作成方法、地域づくりワーク

ショップ、先進事例活動報告会など

　地域の個別課題に対応するため、市が主催

する研修からさらにステップアップし、国や

地域づくりを支援する公的団体などが実施

する各種研修事業のうち、市が募集・指定す

る研修会への参加に必要な経費に対して補

助金を交付します。

　自治振興区の運営・維持・管理のために必要な事業に対し、一定の基準に基づき交付金を交付します。

●交付額の算定

　（ⅰ）本庁、支所の合計７地域で、均等割40％・人口割60％により地域別の総額を決定します。

　　　なお、人口割額の基礎となる人口は、前年10月1日現在の住民基本台帳登録人口および外国人登録者

　　　数の合計とし、合併前のそれぞれの自治振興区への既存の財政支援状況や地域の実情を勘案しながら、

　　　その人口に補正率をかけ計算しています。平成17年度については下表のとおりです。

　（ⅱ）各自治振興区への配分基準は、地域の実情などを勘案しながら、自治振興区の代表者と協議し決定し

　　　ます。

●交付先／自治振興区

●交付対象外／政治活動・宗教活動

④自治振興区振興交付金

（人口割額の基礎としているのは、平成16年10月１日現在の住民基本台帳登録人口及び外国人登録者数の合計）

（単位：千円）

均 等 割 額

人 口 割 額

交付金合計

庄　原

6,857

28,102

34,959

西　城

6,857

9,371

16,228

東　城

6,857

16,052

22,909

口　和

6,857

5,154

12,011

高　野

6,857

4,823

11,680

比　和

6,857

4,381

11,238

総　領

6,857

4,082

10,939

合　計

47,999

71,965

119,964

　自治振興区は、「自らの地域は、自ら創る」という理

念のもとに活動する組織です。各地域にはさまざま

な課題があり、また住民の皆さんが思い描く将来像

があります。市では、地域の夢の実現や課題解決のた

めに、地域住民の皆さんが実施されるさまざまな活

動を支援していきます。

自治振興区活動を
支援します

自らの地域は、自ら創る
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　地域の活動拠点となる集会施設

の整備を行うため、集会施設の新築、

購入、増改築、修繕及び借上に対し

て予算の範囲内で支援する制度です。

　集会所などの集会施設の新築・

購入、増改築及び修繕に対して補

助する制度です。（左表を参照）

　集会所などの集会施設が設置さ

れていないため、その代わりに民

家などを賃貸借契約により常時借

り上げている場合、年間15,000円

を上限に助成します。

⑦コミュニティ推進補助金

⑥集会施設整備

　補助金・借上助成金

事業の種類 対　象　経　費 補　助　金　額

コミュニティ活動に直接必要な施
設又は設備の整備に要する経費
（施設・設備の例）除雪機、太鼓、組
み立て式ステージ、いす・テーブル、
視聴覚機器、スポーツ用具、コミュ
ニティ公園・広場整備　など

一 般
コミュニティ
助 成 事 業

緑 化 推 進
コミュニティ
助 成 事 業

自主防災組織
整 備 事 業

コミュニティ
セ ン タ ー
助 成 事 業

青少年健全
育成助成事業

広場、公園、児童遊園等や、その周
辺の植樹・植栽など、主としてコミ
ュニティ組織等が行う緑地帯、花
壇等の造成、フラワーポットの整
備及び緑化の推進に要する苗木、
種子の購入、用具等の整備費

自主防災組織、婦人防火クラブ又
はその連合体が行う地域の防災活
動に必要な施設又は設備の整備に
要する経費

建設本体工事費、付帯設備（電気、空調、
衛生等）工事費および同一年度に工
事費と一体となった設計監理委託費

主として小・中学生が参加するス
ポーツ・レクリエーション活動、文
化･学習活動、その他コミュニティ
活動のイベント等に要する経費

100万円以上
250万円以内

50万円以上
200万円以内

①新設の自主防災組織：30万円以上200万円以内
②既設の自主防災組織で過去に補助を受けていな
　い組織：30万円以上150万円以内
③地域安心安全ステーション整備事業を行う自主
　防災組織：30万円以上150万円以内
④その他の自主防災組織：30万円以上100万円以内

対象経費の５分の３以内に相当する額。ただし、
1,500万円を限度とする

30万円以上100万円以内

　コミュニティの健全な発展や、宝くじの普及広報を目的に財団法人自治総合センターが実施するコミュニ

ティ助成事業を利用する制度で、自治振興区などのコミュニティ組織が地域づくりのため実施する事業に対

し助成するものです。

　申請にあたっては、毎年、前年度の10月頃に申請を受け付け、財団法人自治総合センターの補助決定を受

け、翌年度実施します。

　詳細については、財団法人自治総合センターの募集があり次第お知らせします。

⑤自治振興区活動促進補助金

自治振興区が策定した地域振興計画にもとづき実施する事業

教育文化事業・産業振興事業・保健福祉事業・生活環境整備事業・その他地域づくり

の推進に必要な事業

　※対象外：政治活動、宗教活動、自治振興区の構成員に対する人件費・食糧費

①申請書提出

②審査会により補助対象事業を決定／審査員：地域振興部長、学識経験者若干名

③補助金交付決定

④事業実施

⑤事業実績報告

事業終了後、「報告会」を開催し、自治振興区間で交流会や意見交換を行う予定です。

対象事業費の4／5

１事業につき、300万円

１自治振興区の申請事業数の制限はありません

４月から５月末まで（平成１７年度については、６月末まで）

補助対象事業

補助率

補助限度額

申請事業数

申請期間

申請から事業実施
までの流れ

活動交流

　自治振興区が、地域の特性を生かし地域経営を確立するために実施する基盤整備事業に対して補助金を交

付します。なおこの制度は、平成17年度から平成21年度までの５年間の制度です。

　申請にあたっては、地域の将来像や課題と対策などをまとめた地域振興計画（概ね５～10年間で取り組む

目標）が必要です。

　また、補助対象事業の決定にあたっては、審査会をもうけ、申請事業の「地域への波及効果」、「地域住民の参

画度合」、「事業の継続性」、「地域住民の総意」などの視点から総合的に審査し決定します。

●集会施設整備補助金

●集会施設借上助成金

《地域の「ゆめ」を「かたち」に》

　これまでの地域づくりは、主に行政主導、あるいは

行政依存により行われていました。しかし、厳しい財

政状況のもと、今までの手法を維持することは困難

になっています。

　合併により広大な面積となった新生庄原市で、地

域の個性と特色を生かした地域づくりを推進してい

くためには、これまでの行政主導型から市民参画型

への転換を図り、市民と行政の協働によるまちづく

りが必要です。

　そのためには、今まで以上に「自らの住む地域は、

自ら創る」という視点に立った住民自治のまちづく

りが求められ、もっと幸せになるための実践的な住

民自治の場として「自治振興区」の担う役割は大変重

要です。

　市では、「自治振興区」が行う活動を支援し、地域の

夢を実現するため、市民と協働した新しいまちづく

りを推進します。

区　分 補助基準 補助率等

①延床面積30m2以上120m2以下の

　もの

②湯沸場およびトイレ設備を有す

　るもの

２分の１以内。た

だし、１m2当たり

15万円を限度（下

水道接続工事費

を含む。）とする

　事業費が20万円以上150万円以

下のもの。ただし、地域が直接施工す

るときは、原材料のみを対象とする

２分の１以内

①延床面積30m2以上のもの。ただし、

　補助対象面積は120m2を限度と

　する

②湯沸場及びトイレ設備を有する

　もの

２分の１以内

新 　 築

増改築ま

たは修繕

購 　 入

※用地取得費、敷地造成費、備品購入費は補助対象外
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燃えるごみ（大）…………10枚当り100円
燃えるごみ（小）…………10枚当り　75円
プラスチックごみ………10枚当り100円
燃えないごみ……………10枚当り110円
資源ごみ…………………10枚当り110円
※１枚単位から引き取ります。

　4月からごみの指定袋を変更（東城地域を除く）

したことに伴い、それまでご利用いただいてい

た旧指定袋について、次のとおり引き取りを実

施します。

　なお、期間中の日曜日については、庄原市保健

センターで引き取りを実施します。

環境衛生課環境衛生係　鈎0824－72－1398

西城支所環境建設課　　鈎0824－82－2182

口和支所環境建設課　　鈎0824－87－2113

高野支所環境建設課　鈎0824－86－2113

比和支所環境建設課　鈎0824－85－3003

総領支所環境建設課　鈎0824－88－3065

●指定袋に名前などが書いてある場合でも引

　き取ります。

●日程表のとおり引き取り場所を決めていま

　すが、都合のつかない場合は、他の地域にお

　越しいただいてもかまいません。

　汚れた物が入っていると、その指定袋の中身全体がリサイク

ルできなくなることがあります。水洗いなどで汚れをしっかり

取り除いてから入れてください。

　指定袋は同じ種類ですが、収集日が異なりますので、別々に

使い分けてください。

「容器包装プラスチック類」の袋の中には、ペットボトルや汚れた容器が入っ

ていることも…

回収できない理由が貼られ、残

されているごみ袋

選別作業用のベルトコンベア。中には、

釘や針などが混ざっていることもあ

ります

旧指定袋を
回収します

環境衛生課環境衛生係　鈎72－1398

NEWS
　リサイクルプラザの稼動に伴って、ごみの分別

区分を変更（東城地域を除く）し皆さんにご協力

いただいていますが、出されているごみの一部に

は、正しく分別されていないものもあります。

　このような場合は、収集できない理由を書いた

紙を貼って、ごみステーションへ残すことがあり

ますので、ごみを出される際は次のような点を特

に守ってください。

引き取り価格（税抜き） その他

旧指定袋の引き取り場所と日程

5月16日（月）

17日（火）

18日（水）

19日（木）

20日（金）

23日（月）

24日（火）

25日（水）

26日（木）

27日（金）

30日（月）

31日（火）

永末コミュニティーセンター

上川西上集会所

小用多目的研修施設

誠心集会所

上谷横呂集会所

小鳥原ウッディセンター

西城支所

西城支所

下表集会所

是松多目的集会所

口和支所

口和老人福祉センター

宮内多目的研修集会所

高公民館

高下多目的研修施設

峰田公民館

本村公民館

油木小学校

西城支所

西城支所

殿河内老人集会所

敷信公民館

口和支所

口和老人福祉センター

※この日程表は4月20日の行政文書で各戸配布していますが、

　その内容に一部誤りがありましたので、今回掲載している

　表において訂正しております。ご迷惑をおかけしました。

場　　所 月　　日 時　　間

保健センター(西本町）
5月15日・22日・29日

6月5日・12日・19日・26日

9時～12時、13時～15時30分

※12時～13時は引き取りできません

山の崎住宅集会所

上原老人集会所

市町構造改善センター

上高公民館湯川分館

高野福祉保健センター

水越公民館

木戸多目的集会所

大重老人集会所

三河内老人集会所

古頃老人集会所

秋国構造改善センター

須川老人集会所

庄原地域子育て支援センター

総領支所

総領支所

市役所本庁舎

三日市集会所

川手老人集会所

JA庄原元七塚支店

上高公民館和南原分館

下高公民館

山内公民館

尾引町コミュニティセンター

北公民館

森脇老人集会所

比和支所

矢ノ原老人集会所

川東多目的集会所

中央公民館

総領支所

総領支所

市役所本庁舎

6月1日（水）

2日（木）

3日（金）

6日（月）

7日（火）

8日（水）

9日（木）

10日（金）

13日（月）

14日（火）

15日（水）

16日（木）

17日（金）

20日（月）

21日（火）

22日（水）

9時～11時30分 13時～15時30分 9時～11時30分 13時～15時30分

場　　所場　　所
月　日月　日

●平日の引き取り

●日曜日の引き取り

★「容器包装プラスチック類」に
　汚れた物を入れない

★有害ごみ（蛍光管・電池）と燃え
　ないごみを同じ袋に入れない

【ごみを処理する現場では・・・】

ごみは正しく
分別しましょう

NEWS

　回収されたごみは、リサイクルプラザ

に集められます。その中の「容器包装プラ

スチック類」の袋には、汚れたままのプラ

スチック容器や危険物などが混ざってい

ることがあります。

　施設内では、間違った分別のごみが入っていないかどうか確認するため、「容

器包装プラスチック類」の袋から中身を出して専用のベルトコンベアに流し、手

作業で選別します。正しく分別されていないものが入っていると、この作業が困

難になり、また、かみそりやガラスなどの危険物が混ざっていた場合には作業員

が怪我をするおそれもあります。

　「容器包装プラスチック類」に限らず、ごみの分別の際には、3月下旬に配布し

ている「ごみの分け方ガイド」などを活用し、正しく分別していただきますよう

ご協力をお願いします。
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実施している子育て支援事業は、主に

①子育て情報の発信、子育て相談など

②ファミリーサポート　③放課後児童クラブ

の3つです。各地域で事業を実施している施設は次のとおりです

ので、ご確認の上ご利用ください。

　
市
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�
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�

地域子育て支援センター

①②③健康福祉センター

鈎0824－88－3110

地域子育て支援センター

①②保健センター

鈎0824－89－7070

③コミュニティーセンター

鈎0824－87－2453

新市におけるファミリーサポートの利用料金

利用料金 利用者負担額 市の負担額

月～金曜日
（1時間あたり）

土日・祝日
年末年始

（1時間あたり）

学校長期休業中
（1時間あたり）

宿　泊
（1泊あたり）

600円

700円

300円

3,000円

400円

470円

200円

2,000円

200円

230円

100円

1,000円

子
育
て
を
相
互
に
援
助

フ
�
ミ
リ
�
サ
ポ
�
ト
事
業

援
助
活
動
の
内
容

宿
泊
支
援
も
行
�
て
い
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
　
児
童
福
祉
課
子
育
て
支
援
係

　
　
　
　
鈎
０
８
２
４
�
７
３
�
０
０
５
１

総領地域

庄原地域子育て支援センター

①庄原ひだまり広場

鈎0824－75－0222

庄原地域

口和地域

東城地域

地域子育て支援センター

①小奴可保育所

鈎08477－5－0031

②保健福祉課福祉係

鈎08477－2－5131

③東城支所庁舎内

（5月末から）

鈎08477－2－5311

（内線2460）

地域子育て支援センター

①②西城保育所内

鈎0824－82－3003

③西城小学校内

鈎0824－82－1830

地域子育て支援センター

①②保健福祉課福祉係

鈎0824－86－2114

③新市保育所

鈎0824－86－2256

西城地域

高野地域

基幹子育て支援センター

比和地域

地域子育て支援センター

①②保健福祉課福祉係

鈎0824－85－3002

③比和保育所内

鈎0824－85－5700

①②市役所本庁

　　児童福祉課子育て支援係

③各専用施設・余裕教室・集会所

　鈎0824－73－0051
　FAX0824－75－0195

【各地域での実施事業と施設】

▲

▲
▲

▲

▲

▲

▲ ▲

▲

▲

▲ ▲

▲

▲

あなたの子育てを
応援します

ファミリーサポートに

よる子育て支援

放課後児童クラブで学習する子どもたち

（庄原小放課後児童クラブ）
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市
と
商
工
会
議
所
�観
光
協
会
�

庄
原
郷
心
会
は
�新
庄
原
市
の
誕

生
を
記
念
し
�カ
�
プ
を
も
り
立

て
新
球
場
の
建
設
に
弾
み
を
つ

け
�ま
た
市
民
球
場
で
庄
原
を
Ｐ

Ｒ
し
よ
う
と
��
庄
原
市
カ
�
プ

応
援
隊
�を
結
成
し
ま
し
た
�

　
こ
の
応
援
隊
で
は
�広
島
市
民

球
場
外
野
席
に
庄
原
市
民
の
年

間
指
定
席
を
40
席
確
保
し
�年
間

を
通
し
て
広
島
カ
�
プ
の
試
合

を
応
援
す
る
参
加
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
�球
場
で
は
�バ
�
ク

ス
ク
リ
�
ン
の
大
型
映
像
に
よ

る
庄
原
市
の
観
光
情
報
な
ど
を

Ｐ
Ｒ
し
ま
す
�

　
庄
原
市
に
在
住
・
通
勤
・
通
学

し
て
い
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
�カ
�
プ
の
必
勝

を
願
い
応
援
隊
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
�

●
参
加
費
�
広
島
市
民
球
場
で

行
わ
れ
る
公
式
戦
１
試
合
の
参

加
費
用�
往
復
バ
ス
代
な
ど
�

大
人�
中
学
生
以
上
�３
�０
０
０
円

小
人�
小
学
生
�　
　
２
�０
０
０
円

幼
児�
３
才
以
上
�　
１
�０
０
０
円

●
申
し
込
み
�
左
記
専
用
電
話

で
の
み
受
け
付
け
ま
す
�

※
申
し
込
み
順
に
決
定
し
�40
席

が
確
定
次
第
締
め
切
り
ま
す
�な

お
�５
月
か
ら
全
試
合
の
受
け
付

け
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
�

●
受
付
時
間

平
　
日
　
９
時
�
17
時
30
分
　

土
曜
日
　
９
時
�
12
時
30
分

�
第
２
・
４
土
曜
は
休
み
�

日
曜
・
祝
日
　
休
み

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
カ
�
プ
応
援
隊
専
用
電
話

鈎
０
８
２
４
�
７
３
�
０
９
１
９

※
７
月
以
降
の
日
程
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
�

　
近
年
�高
度
情
報
化
の
進
展

や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様

化
な
ど
�消
費
者
を
取
り
巻
く

環
境
は
大
き
く
変
化
し
�そ
れ

に
伴
�
て
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

は
増
加
を
続
け
て
い
ま
す
�特

に
最
近
で
は
�皆
さ
ん
も
ご
存

じ
の�
架
空
請
求
�や�
振
り
込

め
詐
欺
�
な
ど
�
ト
ラ
ブ
ル
の

内
容
も
複
雑
・
悪
質
化
し
�
新

た
な
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
や
そ

れ
に
関
す
る
相
談
も
増
加
し

て
い
ま
す
�

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け

て
市
で
は
�市
民
の
皆
さ
ん
の

利
益
擁
護
と
消
費
生
活
の
安
定
・

向
上
を
図
る
た
め
��
消
費
生

活
相
談
コ
�
ナ
�
�を
設
け
て

い
ま
す
�

　
こ
の
相
談
コ
�
ナ
�
で
は
�

毎
週
水
曜
日
に
専
門
の
相
談

員
が
�消
費
生
活
に
関
す
る
相

談
や
商
品
の
販
売
・
サ
�
ビ
ス

に
関
す
る
相
談
を
受
け
て
い

ま
す
�時
間
や
問
い
合
わ
せ
先

な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
�お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
�

●
相
談
日
　
毎
週
水
曜
日�
祝
日
�

12
月
28
日
�
１
月
３
日
を
除
く
�

９
時
�
12
時
�13
時
�
16
時

●
と
こ
ろ
　
市
民
生
活
課
生
活

安
全
係
内

●
そ
の
他
　
相
談
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無
料
で
�
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申
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込
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は
あ
り

ま
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ん

●
問
い
合
わ
せ

消
費
生
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相
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コ
�
ナ
�
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０
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２
４-

７
３-

１
２
２
８

�
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
用
�市
民
生
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課
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安
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係

鈎
０
８
２
４-
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３-

１
１
５
４
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�ネ
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ク
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�
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手
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�連
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電
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メ
�
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し
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な

い
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う
な
相
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は
取
引
を
行

わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
�
う
�

ま
た
�前
払
い
の
業
者
は
避
け

る
方
が
無
難
で
す
�

　
オ
�
ク
シ
�
ン
運
営
者
の
中

に
は
��
補
償
制
度
��
利
用
者
が

被
�
た
経
済
的
な
損
失
を
補
填

す
る
な
ど
の
対
策
�を
設
け
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
の
で
�

利
用
す
る
時
の
一
つ
の
目
安
と

な
り
ま
す
�

●
問
い
合
わ
せ

市
民
生
活
課
生
活
安
全
係
　
　

鈎
０
８
２
４-

７
３-

１
１
５
４

備
北
地
域
県
民
相
談
室

鈎
０
８
２
４-

６
２-

５
５
２
２

広
島
県
生
活
セ
ン
タ
�

鈎
０
８
２-

２
２
３-

６
１
１
１

　�
庄
原
市
カ
�
プ
応
援
隊
�

　
　
　
　
　
　
参
加
者
募
集
中

カ
�
プ
の
応
援
と
ふ
る
さ
と
Ｐ
Ｒ
を

月  日   

5月18日(水)
19日(木)

20日(金)
21日(土)
22日(日)

24日(火)
25日(水)
26日(木)

6月4日(土)
5日(日)

8日(水)
9日(木)

21日(火)
22日(水)
23日(木)

24日(金)
25日(土)
26日(日)

対戦相手

ロッテ

楽天

日本ハム

オリックス

福岡

ヤクルト

中日

試合開始

18時20分

18時20分
14時
13時30分

18時20分

18時20分
13時30分

18時20分

18時20分

18時20分
14時
13時30分

16時30分

16時30分
11時30分
11時　　

16時30分

16時30分
11時　　

16時30分

16時30分

16時30分
11時30分
11時

バ ス の
出発予定

５月・６月の
試合日程

お気軽にご相談を

消費生活相談

資金
使途

運転
資金

設備
資金

融資条件 融資限度額 融資期間 融資利率 申し込み

①市内で1年以上同一
　事業を営んでいること
②返済能力を有すること
③金融機関から取引停
　止処分を受けていな
　いこと
④市税を完納している
　こと

中小企業者　600万円
ただし、従業員50人以
上の場合は1,000万円

協同組合等
1,000万円

1,000万円
（所要資金の70%以下）

3年以内
2.0％（2.5）
5年以内
2.1％（2.6）

2.1％（2.6）

●広島銀行
　　庄原支店
　　東城支店
●広島みどり
　信用金庫
　　本店
　　西城支店
　　口和支店
　　高野支店
　　比和支店

5年以内

7年以内

平成17年4月1日適用※（　　）内の数字は信用保証なしの場合　　　　　　　　　　　　　　　　
※合併前の条例により貸付を実行した融資は、合併前の制度を引き継いでいます。

�
各
種
融
資
制
度
�

中
小
企
業
を
支
援
し
ま
す

�
庄
原
市
中
小
企
業
融
資
制
度
�

　
市
内
の
中
小
企
業
者
の
金
融
難
を
緩
和
し
�そ
の
育
成
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
�中
小
企
業

融
資
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
�詳
し
い
内
容
は
表
の
と
お
り
で
す
�

本　　庁　　商工観光課商工振興係　鈎0824－73－1179

西城支所　　地域振興課商工観光係　鈎0824－82－2181

東城支所　　地域振興課商工観光係　鈎08477－2－5211

口和支所　　地域振興課産業振興係　鈎0824－87－2111

高野支所　　地域振興課産業振興係　鈎0824－86－2111

比和支所　　地域振興課産業振興係　鈎0824－85－3000

総領支所　　地域振興課里山活力係　鈎0824－88－3060

�
庄
原
市
中
小
企
業
融
資
資
金
信

用
保
証
料
補
助
金
�

　�
庄
原
市
中
小
企
業
融
資
制
度
�

を
ご
利
用
の
方
を
対
象
と
し
た
補

助
金
で
�広
島
県
信
用
保
証
協
会
信

用
保
証
料
の
負
担
を
１
・
１
５
％
か

ら
０
・
５
％
に
軽
減
し
ま
す
�

　
申
し
込
み
は
�金
融
機
関
に
備
え

付
け
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
�商
工
観
光
課
ま
た
は
各
支

所
地
域
振
興
課
ま
で
お
願
い
し
ま
す
�

�
庄
原
市
小
企
業
等
経
営
改
善
資

金
融
資�
マ
ル
経
融
資
�の
利
子

助
成
金
�

　
国
民
生
活
金
融
公
庫
が
融
資
を

行
う
小
企
業
等
経
営
改
善
資
金
融

資�
マ
ル
経
融
資
�に
つ
い
て
�そ

の
利
子
の
一
部�
年
１
％
�を
市
が

助
成
し
ま
す
�

＊
利
率
が
１
パ
�
セ
ン
ト
未
満
の

と
き
は
そ
の
利
率

　
申
し
込
み
は
�商
工
会
議
所
ま

た
は
商
工
会
へ
お
願
い
し
ま
す
�

問い合わせ

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

商品が届かない

く ら し

と 契 約

相
談
内
容

ア
ド
バ
イ
ス

コ ー ナ ー

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※の日は予約を締め切りました。ご了承ください。
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の
安
定
・

向
上
を
図
る
た
め
��
消
費
生

活
相
談
コ
�
ナ
�
�を
設
け
て

い
ま
す
�

　
こ
の
相
談
コ
�
ナ
�
で
は
�

毎
週
水
曜
日
に
専
門
の
相
談

員
が
�消
費
生
活
に
関
す
る
相

談
や
商
品
の
販
売
・
サ
�
ビ
ス

に
関
す
る
相
談
を
受
け
て
い

ま
す
�時
間
や
問
い
合
わ
せ
先

な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
�お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
�

●
相
談
日
　
毎
週
水
曜
日�
祝
日
�

12
月
28
日
�
１
月
３
日
を
除
く
�

９
時
�
12
時
�13
時
�
16
時

●
と
こ
ろ
　
市
民
生
活
課
生
活

安
全
係
内

●
そ
の
他
　
相
談
は
無
料
で
�

事
前
に
申
し
込
む
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん

●
問
い
合
わ
せ

消
費
生
活
相
談
コ
�
ナ
�

鈎
０
８
２
４-

７
３-

１
２
２
８

�
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
用
�市
民
生
活
課
生

活
安
全
係

鈎
０
８
２
４-

７
３-

１
１
５
４

　
12
日
前
に
�ネ
�
ト
オ
�
ク

シ
�
ン
で
カ
�
ナ
ビ
を
落
札
し

た
�翌
日
�代
金
と
し
て
19
万
円

を
振
り
込
ん
だ
が
�い
ま
だ
に

商
品
が
届
か
な
い
�入
金
を
確

認
次
第
�１
週
間
以
内
に
商
品

を
発
送
す
る
と
メ
�
ル
が
届
い

た
が
�現
在
は
ネ
�
ト
上
か
ら

サ
イ
ト
が
消
え
て
お
り
�連
絡

先
の
携
帯
電
話
も
不
通
に
な
�

て
い
る
�ど
う
し
た
ら
い
い
か
�

　
ネ
�
ト
オ
�
ク
シ
�
ン
は
�

買
い
た
い
物
を
探
し
た
り
�不

用
の
品
を
売
�
た
り
し
て
�自

宅
の
パ
ソ
コ
ン
で
気
軽
に�
売
買
�

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
�

し
か
し
�匿
名
性
が
高
い
取
り

引
き
で
あ
る
こ
と
に
加
え
�オ

�
ク
シ
�
ン
運
営
者
は�
場
の

提
供
�を
し
て
い
る
だ
け
な
の
で
�

ト
ラ
ブ
ル
は
利
用
者
同
士
で
解

決
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
�自
己

責
任
が
強
く
求
め
ら
れ
る
取
り

引
き
方
法
で
す
�

　
今
回
の
よ
う
な
場
合
に
は
�

相
手
方
の
住
所
に
督
促
し
て
み

る
こ
と
�そ
し
て
警
察
に
被
害

届
を
出
す
よ
う
に
し
ま
し
�
う
�

　
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
わ
な
い
た
め

に
は
�出
品
者
の
評
価
や
�住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
な
ど
�相
手
を

特
定
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報

を
必
ず
確
認
し
�連
絡
先
が
電

子
メ
�
ル
の
ア
ド
レ
ス
し
か
な

い
よ
う
な
相
手
と
は
取
引
を
行

わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
�
う
�

ま
た
�前
払
い
の
業
者
は
避
け

る
方
が
無
難
で
す
�

　
オ
�
ク
シ
�
ン
運
営
者
の
中

に
は
��
補
償
制
度
��
利
用
者
が

被
�
た
経
済
的
な
損
失
を
補
填

す
る
な
ど
の
対
策
�を
設
け
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
の
で
�

利
用
す
る
時
の
一
つ
の
目
安
と

な
り
ま
す
�

●
問
い
合
わ
せ

市
民
生
活
課
生
活
安
全
係
　
　

鈎
０
８
２
４-

７
３-

１
１
５
４

備
北
地
域
県
民
相
談
室

鈎
０
８
２
４-

６
２-

５
５
２
２

広
島
県
生
活
セ
ン
タ
�

鈎
０
８
２-

２
２
３-

６
１
１
１

　�
庄
原
市
カ
�
プ
応
援
隊
�

　
　
　
　
　
　
参
加
者
募
集
中

カ
�
プ
の
応
援
と
ふ
る
さ
と
Ｐ
Ｒ
を

月  日   

5月18日(水)
19日(木)

20日(金)
21日(土)
22日(日)

24日(火)
25日(水)
26日(木)

6月4日(土)
5日(日)

8日(水)
9日(木)

21日(火)
22日(水)
23日(木)

24日(金)
25日(土)
26日(日)

対戦相手

ロッテ

楽天

日本ハム

オリックス

福岡

ヤクルト

中日

試合開始

18時20分

18時20分
14時
13時30分

18時20分

18時20分
13時30分

18時20分

18時20分

18時20分
14時
13時30分

16時30分

16時30分
11時30分
11時　　

16時30分

16時30分
11時　　

16時30分

16時30分

16時30分
11時30分
11時

バ ス の
出発予定

５月・６月の
試合日程

お気軽にご相談を

消費生活相談

資金
使途

運転
資金

設備
資金

融資条件 融資限度額 融資期間 融資利率 申し込み

①市内で1年以上同一
　事業を営んでいること
②返済能力を有すること
③金融機関から取引停
　止処分を受けていな
　いこと
④市税を完納している
　こと

中小企業者　600万円
ただし、従業員50人以
上の場合は1,000万円

協同組合等
1,000万円

1,000万円
（所要資金の70%以下）

3年以内
2.0％（2.5）
5年以内
2.1％（2.6）

2.1％（2.6）

●広島銀行
　　庄原支店
　　東城支店
●広島みどり
　信用金庫
　　本店
　　西城支店
　　口和支店
　　高野支店
　　比和支店

5年以内

7年以内

平成17年4月1日適用※（　　）内の数字は信用保証なしの場合　　　　　　　　　　　　　　　　
※合併前の条例により貸付を実行した融資は、合併前の制度を引き継いでいます。

�
各
種
融
資
制
度
�

中
小
企
業
を
支
援
し
ま
す

�
庄
原
市
中
小
企
業
融
資
制
度
�

　
市
内
の
中
小
企
業
者
の
金
融
難
を
緩
和
し
�そ
の
育
成
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
�中
小
企
業

融
資
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
�詳
し
い
内
容
は
表
の
と
お
り
で
す
�

本　　庁　　商工観光課商工振興係　鈎0824－73－1179

西城支所　　地域振興課商工観光係　鈎0824－82－2181

東城支所　　地域振興課商工観光係　鈎08477－2－5211

口和支所　　地域振興課産業振興係　鈎0824－87－2111

高野支所　　地域振興課産業振興係　鈎0824－86－2111

比和支所　　地域振興課産業振興係　鈎0824－85－3000

総領支所　　地域振興課里山活力係　鈎0824－88－3060

�
庄
原
市
中
小
企
業
融
資
資
金
信

用
保
証
料
補
助
金
�

　�
庄
原
市
中
小
企
業
融
資
制
度
�

を
ご
利
用
の
方
を
対
象
と
し
た
補

助
金
で
�広
島
県
信
用
保
証
協
会
信

用
保
証
料
の
負
担
を
１
・
１
５
％
か

ら
０
・
５
％
に
軽
減
し
ま
す
�

　
申
し
込
み
は
�金
融
機
関
に
備
え

付
け
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
�商
工
観
光
課
ま
た
は
各
支

所
地
域
振
興
課
ま
で
お
願
い
し
ま
す
�

�
庄
原
市
小
企
業
等
経
営
改
善
資

金
融
資�
マ
ル
経
融
資
�の
利
子

助
成
金
�

　
国
民
生
活
金
融
公
庫
が
融
資
を

行
う
小
企
業
等
経
営
改
善
資
金
融

資�
マ
ル
経
融
資
�に
つ
い
て
�そ

の
利
子
の
一
部�
年
１
％
�を
市
が

助
成
し
ま
す
�

＊
利
率
が
１
パ
�
セ
ン
ト
未
満
の

と
き
は
そ
の
利
率

　
申
し
込
み
は
�商
工
会
議
所
ま

た
は
商
工
会
へ
お
願
い
し
ま
す
�

問い合わせ

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

商品が届かない

く ら し

と 契 約

相
談
内
容

ア
ド
バ
イ
ス

コ ー ナ ー

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※の日は予約を締め切りました。ご了承ください。
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地域

古代から伝わる伝統的な鉄づくり

備北丘陵公園でたたら鉄づくり

� �� � 広報しょうばら　2005.5 広報しょうばら　2005.5

　
侵
入
窃
盗
の
被
害
に
あ
わ
な

い
た
め
に
�次
の
よ
う
な
こ
と
を

心
が
け
ま
し
�
う
�ま
た
�こ
れ

か
ら
農
繁
期
に
か
け
て
空
き
巣

狙
い
の
発
生
が
予
想
さ
れ
ま
す

の
で
�十
分
気
を
つ
け
ま
し
�
う
�

●
外
出
時
は
玄
関�
車
の
ド
ア
�に

　
必
ず
鍵
を
掛
け
�隣
近
所
に
ひ

　
と
声
を
か
け
て
お
く
�

●
車
内
の
見
え
る
所
に
金
品
を

　
置
い
た
ま
ま
離
れ
な
い
�

●
不
審
な
人
物
を
見
か
け
た
ら
�

　
声
を
か
け
る
�

　
さ
ま
ざ
ま
な
手
口
が
次
々
と

発
生
し
て
い
る�
な
り
す
ま
し
詐

欺
��現
在
は
�ハ
ガ
キ
に
よ
る�
架

空
請
求
詐
欺
�が
多
発
し
て
い
ま

す
�身
に
覚
え
の
な
い
請
求
は
�

こ
れ
ま
で
通
り�
無
視
�し
て
く

だ
さ
い
�

　
た
だ
し
��
特
別
送
達
�と
書
か

れ
た
封
書
が
裁
判
所
か
ら
届
い

た
場
合
は
�放
置
し
て
お
く
と
支

払
い
を
命
じ
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
�届
い
た
場
合
は
�次
の

よ
う
な
こ
と
に
気
を
つ
け
�本
物

の
送
達
で
あ
る
場
合
は
�早
め
に

裁
判
所
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
�

●
本
物
で
あ
れ
ば
�受
け
取
り
の 

　
署
名
ま
た
は
押
印
を
求
め
ら

　
れ
ま
す
��
ハ
ガ
キ
�普
通
郵
便

　
で
来
た
も
の
は
偽
物
�

●
本
物
に
は
�振
込
口
座
な
ど
は

　
記
載
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
��
記

　
載
さ
れ
て
い
た
ら
偽
物
�

●
電
話
番
号
は
�電
話
帳
な
ど
で

　
本
物
か
ど
う
か
確
認
し
ま
し

　
�
う
�

安
心
　
安
全
な

毎
日
の
た
め
に

　
刑
法
犯
認
知
総
数
は
年
々
減
少
し
て
お
り
�乗
り
物
盗
�

自
販
機
・
車
上
ね
ら
い
等
の
街
頭
犯
罪
は
��
鍵
掛
け
�の

効
果
が
現
れ
て
大
幅
に
減
少
し
ま
し
た
�

　
一
方
�屋
内
に
侵
入
し
て
金
品
を
盗
む
侵
入
窃
盗
は
増

加
し
て
い
ま
す
�

増
加
す
る
侵
入
窃
盗

庄原警察署

鈎0824－72－0110
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

新
た
な
手
口
も

　
　
　
　
な
り
す
ま
し
詐
欺

注
意
点

＆

単位：件

平成14年

　　15年

　　16年

　　17年

乗り物盗

33

40

20

11

123

124

53

12

68

34

58

11

1

0

1

0

108

104

114

32

333

302

246

66

街頭犯罪

※平成17年については、3月末現在の件数。

侵入窃盗 性犯罪 その他 総合計

身近な犯罪の発生状況（庄原警察署管内）

　チューリップや菜の花など春の花が広が

っていた花の広場も、5月に入り表情を変え

てきました。現在は、薄紙細工のような可憐

な花をつける10万本のアイスランドポピー、

オレンジや黄色、白色など色とりどりのシ

ャーレポピーが広場を、またひばの里周辺

にはアヤメの花が咲き、園内を彩っています。

　また、5月下旬には、ひばの里で田植え体

験を開催。今年は、赤米、紫米などの「古代米」

の栽培を予定しています。新緑の公園で花

と季節のイベントを楽しんでみませんか。

と　き　5月28日（土）

　　　　29日（日）

参加料　無　料

※当日参加もできます。

アイスランドポピー・・・5月中旬まで

シャーレポピー・・・5月中旬～下旬

アヤメ・・・5月中旬～下旬

備北公園管理センター　鈎0824－72－7000

花の見ごろ

ひばの里田植え体験

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

【まだまだ花いっぱい　花の広場】

備北丘陵公園
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庄原
地域

よみがえった桜の名所

上野総合公園

　4月23日（土）、24日（日）の2日間、備

北丘陵公園で「たたら鉄づくり」が開

催されました。この鉄づくりは中国地

方に古くから伝わる鉄の製法で、土で

造った炉で、木炭の火を「ふいご」を使

って高温にし、砂鉄を溶解・還元させ

て日本刀の材料となる「玉鋼（たまはがね）」をつくります。参加者とボランティア

の皆さんは、「村下（むらげ）」と呼ばれる鉄づくりの責任者の木原明さんの指導で

作業に挑戦。練った土で築いた炉に火を起こし、木炭と砂鉄を交互に入れる作業

を10時間以上続け、2つの炉の中にはあわせて40kgあまりの玉鋼ができました。

　4月上旬から中旬にかけて、庄原地域では各地で桜が満開を迎え、晴天の日

には多くの花見客や観光客でにぎわいました。

　桜の樹勢回復のための改修工事が3月に完了した上野総合公園弁天島では、

改修工事で植えた木と既存の幹を樹勢回復し

たもの合わせて100本あまりが咲き誇り、訪れ

た多くの人を楽しませました。

　4月1日から30日までの「上野公園さくら祭り」

の期間中には、1万人を超える多くの人が公園

を訪れ、「桜の名所百選に選ばれている公園の桜をまた見ることができてうれ

しい」、「来年もきれいな花を咲かせてほしい」などの感想が聞かれました。

湖畔の桜並木にも多くの人

勢いよく炎が上がる炉に木炭を入れる参加者

指導にあたられた木原明さん

お弁当を持った家族連れや
グループでにぎわう弁天島
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の
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と
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●
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内
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＆

単位：件

平成14年

　　15年

　　16年

　　17年

乗り物盗

33

40

20

11

123

124

53

12

68

34

58

11

1

0

1

0

108

104

114

32

333

302

246

66

街頭犯罪

※平成17年については、3月末現在の件数。

侵入窃盗 性犯罪 その他 総合計

身近な犯罪の発生状況（庄原警察署管内）

　チューリップや菜の花など春の花が広が

っていた花の広場も、5月に入り表情を変え

てきました。現在は、薄紙細工のような可憐

な花をつける10万本のアイスランドポピー、

オレンジや黄色、白色など色とりどりのシ

ャーレポピーが広場を、またひばの里周辺

にはアヤメの花が咲き、園内を彩っています。

　また、5月下旬には、ひばの里で田植え体

験を開催。今年は、赤米、紫米などの「古代米」

の栽培を予定しています。新緑の公園で花

と季節のイベントを楽しんでみませんか。

と　き　5月28日（土）

　　　　29日（日）

参加料　無　料

※当日参加もできます。

アイスランドポピー・・・5月中旬まで

シャーレポピー・・・5月中旬～下旬

アヤメ・・・5月中旬～下旬

備北公園管理センター　鈎0824－72－7000

花の見ごろ

ひばの里田植え体験

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

【まだまだ花いっぱい　花の広場】

備北丘陵公園
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よみがえった桜の名所

上野総合公園

　4月23日（土）、24日（日）の2日間、備

北丘陵公園で「たたら鉄づくり」が開

催されました。この鉄づくりは中国地

方に古くから伝わる鉄の製法で、土で

造った炉で、木炭の火を「ふいご」を使

って高温にし、砂鉄を溶解・還元させ

て日本刀の材料となる「玉鋼（たまはがね）」をつくります。参加者とボランティア

の皆さんは、「村下（むらげ）」と呼ばれる鉄づくりの責任者の木原明さんの指導で

作業に挑戦。練った土で築いた炉に火を起こし、木炭と砂鉄を交互に入れる作業

を10時間以上続け、2つの炉の中にはあわせて40kgあまりの玉鋼ができました。

　4月上旬から中旬にかけて、庄原地域では各地で桜が満開を迎え、晴天の日

には多くの花見客や観光客でにぎわいました。

　桜の樹勢回復のための改修工事が3月に完了した上野総合公園弁天島では、

改修工事で植えた木と既存の幹を樹勢回復し

たもの合わせて100本あまりが咲き誇り、訪れ

た多くの人を楽しませました。

　4月1日から30日までの「上野公園さくら祭り」

の期間中には、1万人を超える多くの人が公園

を訪れ、「桜の名所百選に選ばれている公園の桜をまた見ることができてうれ

しい」、「来年もきれいな花を咲かせてほしい」などの感想が聞かれました。

湖畔の桜並木にも多くの人

勢いよく炎が上がる炉に木炭を入れる参加者

指導にあたられた木原明さん

お弁当を持った家族連れや
グループでにぎわう弁天島
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みんなで地域をきれいに

美・クリーン運動
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　4月24日（日）、西城保健福祉総合センターしあわせ館で、「しあ

わせ館まつり」が開催されました。このまつりは、しあわせ館を

拠点に活動をされている皆さんが、日ごろの成果を発表したり、

お互いに元気を発揮し合う場として、今回で６回目を迎えました。

　晴天に恵まれた当日は、ステージ発表や「さをり織り」のファ

ッションショー、展示即売や飲食コーナーなどに600人を超える

多くの人が訪れ、にぎわいを見せていました。

　会場の参加者からは、「今日の盛り上がりと皆さんの笑顔を見

て、合併後のまちづくりに明るさを感じました」、「世代を超えて皆さんが力を発揮し、一つのお祭りが出来

上がるのはすばらしいことです。これからもずっと続けてほしい」などの感想が聞かれました。

　4月24日（日）、町内を一斉に清掃する美・クリーン運動が行われました。

この運動は、口和公民館が主催で10年以上続けられている恒例の行事で、

毎年2回実施しています。

　当日は、早朝7時から地域の皆さんが各集会所などに集まり、一斉に作業を開

始。道路や水路などを、ごみを拾いながら歩きました。

　この日は、空き缶や空き瓶、タバコの吸殻や紙くずなど軽トラ5台分という大量

のごみが集められました。作業の参加者の中からは驚きの声や、「活動を続けてい

るにもかかわらず、ごみの量が減っていないのでは」などの声が聞かれました。

　一人ひとりがマナーを守り、環境に対する意識を持つことで、美しいまちをつ

くっていきましょう。

地域の元気と笑顔がいっぱい

しあわせ館まつり

　4月15日（金）・16日（土）の2日間、東城地域の桜町にある桜町通りで、

桜町常会と城山会の主催による第1回桜まつりが開催されました。

　15日の夕方からは、地元の皆さんによる琴やギター、エレクトーン

などの演奏が披露され、訪れた人は幻想的な夜桜のもと、華麗な花と

優雅な演奏の音色を楽しみました。

　16日には、地元の鬼神太鼓の勇壮な演奏のほか、東城の日本酒や焼酎の利

き酒、刺し子展示なども開催。2日間で多くの観光客が訪れ、満開の桜の中で

花とイベントを楽しんでいました。

　また4月中旬から下旬にかけては、小奴可の要害桜、森湯谷のエドヒガン、

さらには千鳥別尺のヤマザクラなども咲き誇り、多くの人を楽しませました。

満開の桜とイベントを楽しむ

第1回桜まつり
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地域の未来を考えよう

木屋自治振興区で活動の話し合い
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　4月24日（日）、グリーンポート吾妻路広場に「比和の特産市場」がリニ

ューアルオープンしました。開会行事では、比和特産市場振興会の松長

会長からあいさつと餅まきが行われた後、テープカットでオープンと

なりました。

　店頭には、春の山菜や新鮮野菜、加工品などが所狭しと並び、多くの

買い物客でにぎわいました。この特産市場は、毎週土・日曜日の7時から

12時まで、グリーンポート吾妻路広場にて開かれています（1月から3月

までは休業）。新鮮野菜など比和の特産品を取り揃えていますので、ぜ

ひお立ち寄りください。

　（問い合わせ　比和支所地域振興課　鈎0824-85-3000）

比和の特産品がいっぱい

「比和の特産市場」リニューアルオープン

C
AM
ER

A R
EPO

RT 2005     
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
C
AM
ERAREPORT2005

高野
地域

　県内25市区町がふるさと自慢の手作りＣＭで競う「第３回ＨＯＭＥふ

るさとＣＭ大賞」において、高野町の作品「夢産地たかの」が大賞を受賞し

ました。この作品は、町づくりグループ「グリーンウエーブ21」などが制作。

「夢産地たかの」ブランドで人気の高野大根を、青年が夢の中で見る美脚

に例えて紹介しました。3月27日（日）の審査会では、審査委員長の山本晋也監督か

ら「意外性があっておもしろい。夢のシーンをカメラにタイツをかぶせて撮影す

るなど凝っている」と高い評価があり、制作にあたったメンバーは「地域を愛する

気持ちがいい作品につながった。これで農業のまち高野町をさらにアピールでき

る」と喜びを話してくれました。

　なおこのＣＭは、年間100本以上広島ホームテレビで放送されますのでご覧ください。

　4月25日(月)、総領地域の木屋自治振興区で、交付金などを活用し

自治振興区活動を充実するための話し合いが開催されました。

　当日は、自治振興区の役員など9人が集まり、総領支所の職員を交

え、地域の説明会に向けて活動計画の原案づくりについて

協議が進められ、時間の経過を忘れるほど活発に議論が交

わされました。中では、計画した活動が補助金の対象とな

るのか、より効率的に計画を実施する方法があるかなどの

質問も出されたり、実施にあたり必要となる維持管理費を

調査することが決められるなど、地域の夢の実現のための

振興計画づくりについて議論が進められました。

ふるさと自慢のCMが大賞を受賞

ＨＯＭＥふるさとＣＭ大賞で高野町

R e p o r tameraC R e p o r tameraC

歌と踊りで盛り

上がる会場

焼きたてのパンは

大人気ですぐ完売

小奴可の要害桜

夜桜のもとで、琴の音色に聞き入る皆さん新鮮野菜や特産品を求めて

多くの人が訪れました

広島ホームテレビ本社で開催された

受賞式には、メンバーと担当者が出席

大根畑で撮影に励むメンバー

テープカットでいよいよオープン!

ポイ捨てされた空き缶などで、

持ち歩いた袋はいっぱいに…

多くの資料を準備

し、地域の「ゆめ」

の実現に向けて真

剣に話し合い
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　4月24日（日）、西城保健福祉総合センターしあわせ館で、「しあ

わせ館まつり」が開催されました。このまつりは、しあわせ館を

拠点に活動をされている皆さんが、日ごろの成果を発表したり、

お互いに元気を発揮し合う場として、今回で６回目を迎えました。

　晴天に恵まれた当日は、ステージ発表や「さをり織り」のファ

ッションショー、展示即売や飲食コーナーなどに600人を超える

多くの人が訪れ、にぎわいを見せていました。

　会場の参加者からは、「今日の盛り上がりと皆さんの笑顔を見

て、合併後のまちづくりに明るさを感じました」、「世代を超えて皆さんが力を発揮し、一つのお祭りが出来

上がるのはすばらしいことです。これからもずっと続けてほしい」などの感想が聞かれました。

　4月24日（日）、町内を一斉に清掃する美・クリーン運動が行われました。

この運動は、口和公民館が主催で10年以上続けられている恒例の行事で、

毎年2回実施しています。

　当日は、早朝7時から地域の皆さんが各集会所などに集まり、一斉に作業を開

始。道路や水路などを、ごみを拾いながら歩きました。

　この日は、空き缶や空き瓶、タバコの吸殻や紙くずなど軽トラ5台分という大量

のごみが集められました。作業の参加者の中からは驚きの声や、「活動を続けてい

るにもかかわらず、ごみの量が減っていないのでは」などの声が聞かれました。

　一人ひとりがマナーを守り、環境に対する意識を持つことで、美しいまちをつ

くっていきましょう。

地域の元気と笑顔がいっぱい

しあわせ館まつり

　4月15日（金）・16日（土）の2日間、東城地域の桜町にある桜町通りで、

桜町常会と城山会の主催による第1回桜まつりが開催されました。

　15日の夕方からは、地元の皆さんによる琴やギター、エレクトーン

などの演奏が披露され、訪れた人は幻想的な夜桜のもと、華麗な花と

優雅な演奏の音色を楽しみました。

　16日には、地元の鬼神太鼓の勇壮な演奏のほか、東城の日本酒や焼酎の利

き酒、刺し子展示なども開催。2日間で多くの観光客が訪れ、満開の桜の中で

花とイベントを楽しんでいました。

　また4月中旬から下旬にかけては、小奴可の要害桜、森湯谷のエドヒガン、

さらには千鳥別尺のヤマザクラなども咲き誇り、多くの人を楽しませました。

満開の桜とイベントを楽しむ

第1回桜まつり
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比和
地域

　4月24日（日）、グリーンポート吾妻路広場に「比和の特産市場」がリニ

ューアルオープンしました。開会行事では、比和特産市場振興会の松長

会長からあいさつと餅まきが行われた後、テープカットでオープンと

なりました。

　店頭には、春の山菜や新鮮野菜、加工品などが所狭しと並び、多くの

買い物客でにぎわいました。この特産市場は、毎週土・日曜日の7時から

12時まで、グリーンポート吾妻路広場にて開かれています（1月から3月

までは休業）。新鮮野菜など比和の特産品を取り揃えていますので、ぜ

ひお立ち寄りください。

　（問い合わせ　比和支所地域振興課　鈎0824-85-3000）

比和の特産品がいっぱい

「比和の特産市場」リニューアルオープン
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　県内25市区町がふるさと自慢の手作りＣＭで競う「第３回ＨＯＭＥふ

るさとＣＭ大賞」において、高野町の作品「夢産地たかの」が大賞を受賞し

ました。この作品は、町づくりグループ「グリーンウエーブ21」などが制作。

「夢産地たかの」ブランドで人気の高野大根を、青年が夢の中で見る美脚

に例えて紹介しました。3月27日（日）の審査会では、審査委員長の山本晋也監督か

ら「意外性があっておもしろい。夢のシーンをカメラにタイツをかぶせて撮影す

るなど凝っている」と高い評価があり、制作にあたったメンバーは「地域を愛する

気持ちがいい作品につながった。これで農業のまち高野町をさらにアピールでき

る」と喜びを話してくれました。

　なおこのＣＭは、年間100本以上広島ホームテレビで放送されますのでご覧ください。

　4月25日(月)、総領地域の木屋自治振興区で、交付金などを活用し

自治振興区活動を充実するための話し合いが開催されました。

　当日は、自治振興区の役員など9人が集まり、総領支所の職員を交

え、地域の説明会に向けて活動計画の原案づくりについて

協議が進められ、時間の経過を忘れるほど活発に議論が交

わされました。中では、計画した活動が補助金の対象とな

るのか、より効率的に計画を実施する方法があるかなどの

質問も出されたり、実施にあたり必要となる維持管理費を

調査することが決められるなど、地域の夢の実現のための

振興計画づくりについて議論が進められました。

ふるさと自慢のCMが大賞を受賞

ＨＯＭＥふるさとＣＭ大賞で高野町

R e p o r tameraC R e p o r tameraC

歌と踊りで盛り

上がる会場

焼きたてのパンは

大人気ですぐ完売

小奴可の要害桜

夜桜のもとで、琴の音色に聞き入る皆さん新鮮野菜や特産品を求めて

多くの人が訪れました

広島ホームテレビ本社で開催された

受賞式には、メンバーと担当者が出席

大根畑で撮影に励むメンバー

テープカットでいよいよオープン!

ポイ捨てされた空き缶などで、

持ち歩いた袋はいっぱいに…

多くの資料を準備

し、地域の「ゆめ」

の実現に向けて真

剣に話し合い
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催
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総
領
町
は
庄
原
税
務
署
に

第
57
回
広
島
県
美
術
展
作
品

●と　き　5月8日（日）　9時～16時

●ところ　葦嶽山日本ピラミッド（本村町）

　定員　先着20人　　参加費　1,000円

●と　き　5月11日（水）～16日（月）　9時～18時

●と　き　5月28日（土）・29日（日）　9時～17時

●全日本写真展2004

　9日（月）～12日（木）

●心にビタミン展（岸るみ子さん）

　13日（金）・14日（土）

　10時～17時　※入場無料

●問い合わせ

　庄原市文化協会事務局　Tel0824-72-4347(白川)

　教育委員会生涯学習課　Tel0824-73-1188

　商工観光課商工振興係　Tel0824-73-1179

　※展示を希望される団体（または個人）はお申

　　し込みください。使用料はいりません。

【5月のイベント情報】

田舎の味作り講座「山里で摘んで食べる山菜料理」

さをり織り展示会

庄原市華道連盟・華展

情報

市民ギャラリー「アート多愛夢」市民ギャラリー「アート多愛夢」

Ｂ Ｏ Ｘ 5月の展示案内日　　程 場所および時間

本庁

西城
支所

東城
支所

口和
支所

高野
支所

比和
支所

総領
支所

毎月第1～第4火曜日
5月10日・17日・24日
6月7日・14日・21日・28日

毎月第１・第3木曜日
5月19日
6月2日・16日

11時～11時10分
11時25分～11時35分
11時50分～12時

東公民館………
市役所車庫前…
敷信公民館……

9時～9時10分西城支所………

毎月第1・第3木曜日
5月19日
6月2日・16日

9時40分～9時50分
10時20分～10時30分

小奴可研修センター…
東城文化会館…

毎月第4木曜日
5月26日・6月23日

11時40分～11時50分口和支所………

毎月第4木曜日
5月26日・6月23日

13時20分～13時30分高野支所………

毎月第4木曜日
5月26日・6月23日

13時50分～14時比和支所………

毎月第2水曜日
5月11日・6月8日

9時40分～9時50分総領支所………

5月15日（日）
22日（日）
29日（日）
6月5日（日）
12日（日）
19日（日）

田 渕 医 院
藤 野 医 院
毛 利 医 院
庄原赤十字病院
備北ななつか病院
児 玉（ 納 ）医 院

0824-72-3900
0824-72-4646
0824-72-2863
0824-72-3111
0824-75-2070
0824-72-0147

診療所名

●庄原地域

5月・6月の休日診療については、
次のとおりです。   

※庄原赤十字病院については、救急患者に限ります。

電話番号

5月15日（日）
22日（日）
29日（日）
6月5日（日）
12日（日）
19日（日）

こぶしの里病院
東 城 病 院
瀬 尾 医 院
こぶしの里病院
東 城 病 院
日 伝 医 院

08477-2-5255
08477-2-2150
08477-2-0023
08477-2-5255
08477-2-2150
08477-2-2180

診療所名

●東城地域

電話番号

休日診療のご案内
犬・猫の
引き取り

5・6月の犬・猫の引き取りは、次の日程で実施

します。なお、手続きには認印が必要ですので、

持参してください。	

鈎0824－75－4411
市街地の空き店舗を活用した、各種展示が
できる市民ギャラリーです。
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[住民基本台帳登録人口]

○人　口　44,151人

　　男　　20,972人

　　女　　23,179人

○世帯数　16,219世帯

[外国人登録人口]

○人　口　283人

（3月末日現在）

人の動き

献血のご案内

納付は

手続きは各金融機関の
窓口でお願いします。
※残高確認も忘れないでください。

便利な口座振替で便利な口座振替で
下水道使用料水道料金市税

◎税務課収納係
◎下水道課管理係
◎水道課業務係

0824-73-1145
0824-73-1175
0824-73-1197
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5月24日（火）

6月1日（水）

10時～11時30分

13時30分～15時

10時～12時
13時～15時

広島県立農業技術大学校�

土井木工㈱庄原工場

比和文化会館

5月・6月の献血は、次のとおり実施します。
皆さんのご協力をお願いします。

■問い合わせ
保健医療課医療係　鈎0824－73－1155
比和支所保健福祉課健康推進係　鈎0824－85－3002
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�
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�
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�
�
�
�
思
�
今
日
�
�
頃

�
�
�

中国四国管区行政評価局
広島法務局庄原支局
中国財務局
広島国税局
三次労働基準監督署
三次社会保険事務所
庄原公共職業安定所
広島県生活センター

県立婦人相談所
三次児童相談所
備北教育事務所
備北地域事務所厚生環境局
備北地域事務所税務局
備北地域事務所農林局庄原支局
備北地域事務所建設局庄原支局
庄原市

庄原警察署
庄原市社会福祉協議会
庄原人権擁護委員協議会
行政相談委員
日本道路公団中国支社三次管理事務所
（財）法律扶助協会広島県支部
中国四国農政局広島農政事務所

実施日 会　場 受付時間

《1日総合相談室》 
6月8日（水）　10時～15時 庄原市中央公民館集会室　鈎0824－72－0849と　き ところ

●次の機関が集まり相談に応じます

■道路、教育、雇用・労働、借地、相続、家庭の問題などもお気軽に…。

■問い合わせ　市民生活課生活安全係　鈎0824－73－1154

と　き

ところ

九日市
6月9日（木）　10時より

中本町筋・下本町・中央通り
ぜひお越しください。

6 月の

広 報

日 記

市長と
語ろう

「ふれあい市長室」
を開催します
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島
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秘密は守られます
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庄原地域の市街地で、毎月9日に開催される市です。
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　庄原地域は、桜名所百選の地で知られる上野総合公園や、季節のイベントやコンサートに

多くの人が集まる備北丘陵公園などのほか、新鮮野菜やそばをはじめとする特産品、あるい

は夏を彩る花火大会など、見どころたっぷりです。

まるごと「しょうばら」

1市6町が合併した庄原市は、広大な面積にさまざまな自然資源や環境資源、歴史や文化などを持っています。

このページでは、今月から7回にわたって、各地域の見どころを紹介していきます。

庄原
地域

2
3
4
10
11
12

今月の主な内容

■旧指定袋を回収します・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■あなたの子育てを応援します・・・・・・・・・・・・

■市長就任あいさつ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■庄原市議会議員の皆さん・・・・・・・・・・・・・・・・

■はじめよう　自治振興区でまちづくり・・・・

■ごみは正しく分別しましょう・・・・・・・・・・・・

14
15
16
17
20
24

■カープ応援隊参加者募集中・・・・・・・・・・・・・・・・

■中小企業を支援します・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■安心・安全な毎日のために・・・・・・・・・・・・・・・・・

■ぐるり庄原カメラレポート・・・・・・・・・・・・・・・・

■お知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■まるごと「しょうばら」見る・食べる・遊ぶ・・・・

“げんき”と“やすらぎ”のさとやま文化都市

SHOBARA The Public Information Magazine 見る 食べる

遊ぶ

　一木地域で作られたそば

粉を使った、地元の加工グル

ープの手打ちそばを味わう

ことができます。

食彩館しょうばら
ゆめさくら

　本村町にある葦嶽山には、太古の謎とロマンを秘めた巨石群「日本

ピラミッド」があります。

　6月中旬から7月上旬にかけては、アジサイが見ごろになります。

日本ピラミッド葦嶽山

　大芝生広場にはロープウェイやジェット・ローラー・スライダーなど

多くの遊具がドッキングした「きゅうの丘」があります。

　その他にも、グランドゴルフ場やオートキャンプ場、季節の花が楽し

める「花の広場」もあり、ゆっくりと遊ぶことができます。

国営備北丘陵公園

　2,000冊の絵本と「ごんぼの

牧場」があり、七塚原高原の自

然の中で小動物とのふれあい

や季節に応じた遊びや体験な

ど子どもたちが楽しむことが

できます。

絵本牧場「ごんぼ」

　庄原の夏を締めくくるイベ

ントとして恒例となっている

この花火大会。開催日となっ

ている毎年8月の第4日曜日に

は、上野池湖畔に多くの人が

集まり、約3,000発の花火が夜

空を彩ります。

庄原夏まつり花火大会

一木一寸そば屋

　地域の農産物の加工・販売

や地域の情報発信を行う交流

拠点です。

　施設内には新鮮野菜が直売

される「朝どり市」や特産品を

販売する「特産店」、牛肉やハム・

ソーセージを製造販売する「ミ

ート工房」があります。そのほ

か地元産の牛乳を加工販売する「ミルクファームHARU」、地元産小

麦を使う「米麦工房21めぐみ」、地元食材を使った料理が自慢の「お

食事処花ほぼろ」など、庄原地域の「食」が集まった施設です。

しょうばら発見MAP
　市民活動グループの「さくらプランニング」が作成したMAP

で、こだわりのお店などが掲載されています。

　市役所本庁窓口、交流サロンラッキー、食彩館しょうばらゆ

めさくらなどにありますので、ご利用ください。
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広報

あしたけやま

ひとつぎ

4月18日（月）
初登庁の滝口市長に
花束が贈られました。
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